
「変身大賞」受賞者のプロフィール 
組織名 特定非営利活動法人 蜘蛛の糸 
設 立 平成１４年６月 代表者 理事長 佐藤 久男 
職員数 3名 住 所 秋田市大町 3-2-44協働大町ビル３階 
業務内容 中小企業経営者とその家族の自殺防止と再起へのアドバイス 
変身経緯 
と 

受賞理由 

 理事長の佐藤久男氏は、20代で県庁を退職し、不動産関連企業に転職、
30代前半で不動産会社を設立、その後も福祉関連企業を設立する等業容
を拡大していたが、バブルの崩壊もあり平成 12 年に倒産、会社の経営
権のみならず個人資産も全て失うことになる。 
 14年に知人経営者の自殺を機に、中小企業経営者とその家族の自殺防
止と再起を支援するためにＮＰＯ法人蜘蛛の糸を設立した。 
 活動を開始してからの７年間で中小企業経営者及びその家族の自殺

者数を 25％程度減少させるとともに、自殺対策基本法の制定に奔走し 
18年 10月同法が施行された。 
 また、県内の自殺防止のために活動する民間組織（20団体）を結集し
て「秋田・こころのネットワーク」を結成し代表を務めている。 
 佐藤氏は、県庁職員から転職して中小企業を立ち上げ、残念ながら倒

産したものの、その経験を生かしてＮＰＯ法人を設立する等、２度の変

身を果たして当県の活性化に貢献している。 
組織名 陽気な母さんの店友の会 
設 立 平成１３年４月 代表者 会長 関口 カツ 
会員数 69名 住 所 大館市曲田字家ノ後 97-1 
業務内容 農産物直売、食堂、学校給食への食材供給、体験型修学旅行生の受入 
変身経緯 
と 

受賞理由 

 平成 9年、農業の将来不安から大館市生活研究グループ協議会を母体
に、女性農業従事者が農産物直売所の設置運動を始める。 
 しかし、地元業者の反対もあり国の補助金が受けられなかったことか

ら、13年自力で直売所「陽気な母さんの店」を開設し、野菜セットの宅
配も始める。 
 その後そば打ち等の体験、食堂、直売を組み合せた体験交流型直売所

への転換を進めるとともに、市内６カ所の直売所と協力して学校給食へ

の食材の供給を行う。 
 １６年からは県外からの修学旅行生を受け入れ、地元大滝温泉の再生

にも参画し、体験活動と宿泊をセットにしたツアーを開催している。 
 「農村に女性の力で風を」と立ち上がった農村の女性が、統率力のあ

るリーダーのもとに、農業生産者から女性起業家に変身、事業分野を拡

大し、その後誕生する農村女性起業家のモデル的存在となる等当県の活

性化に貢献している。 
 



「変身大賞 奨励賞」受賞者のプロフィール 
企業名 株式会社 太陽産業 
設 立 昭和３５年８月 代表者 代表取締役 藤井 千雪 
社員数 22名 住 所 秋田市川元山下町 7-20 
業務内容 総合リサイクルチェーンストア兼不動産賃貸業 
変身経緯 
と 

受賞理由 

 当社は現社長の義父が設立した不動産賃貸業者であるが、平成１３年

に就任した現社長は、企業家精神を発揮してゲオアールとＦＣ契約を締

結し、総合リサイクルストア Doki-Doki鶴岡店を開店した。 
 20年 6月に経営者としての基本的な考え方を学ぶために、中小企業家
同友会が主催する「経営指針を創る会」を受講し、経営者の役割は「利

益を挙げてそれを社員に配分すること」から「社員を信頼すべきパート

ナーと考えて、共に歩んでいきたい」に変わった。 
 その間、20年１月に大曲バイバス添えの空き店舗をリニューアルして
順調に開店した大曲店が、世界同時不況と大型店開店のダブルショック

を受け厳しい時期もあったが、社長の変身が社員に浸透し売上は回復し

つつある。 
 社長は２度の変身を経験することにより、社員の潜在能力を引き出

し、空き店舗の活用と 12 名の雇用を創出する等当県の活性化に貢献し
ている。 

企業名 有限会社 ティー・アイ・ティー 
設 立 平成１５年２月 代表者 代表取締役 冨手 栄一 
社員数 2名 住 所 秋田市新屋田尻沢西町 5-4 
業務内容 インターネット関連サービス 
変身経緯 
と 

受賞理由 

 当社は、平成 14に秋田県の創業支援補助金に採択され、15年 2月に
法人成、同年 5月から 3年間県庁第二庁舎内の「創業支援室」に入居、
18年から現在地で事業展開しているＩＴベンチャー企業である。 
 業界を取り巻く環境は、急速に変化し続けているが、この変化に対応

し、さらに先行きの変化を予測するには、大手ＩＴ企業からの情報収集

のみならず、取引先や友人等との交流からヒントを得て、仮説を構築し 
検証していくことが重要となる。 
 情報産業で生き残っていくためには、今までの考え方を捨て、新しい

考え方を取り入れる等常に変身し続けなければならない。 
 社長自らが変身するだけではなく、取引先や同業者にも最新の情報と

自らの仮説を提供して変身を促している。 
そのために「秋田新興企業交流会」を立ち上げる等ネットワークづく

りを推進し、ネット業界のオピニオンリーダーとして当県の活性化に貢

献している。 
 


